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石
山
本
願
寺
の
顕
如
上
人
が

天
正
八(

一
五
八
〇)

年
四
月

に
紀
州
鷺
森(

和
歌
山
市)

に

移
り
、
天
正
十
一(

一
五
八
三)

年
七
月
四
日
に
秀
吉
に
貝
塚
に

移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
岸

和
田
城
主
中
村
一
氏
と
交
流
が

生
ま
れ
た
。
顕
如
上
人
の
鷺
森

在
住
の
頃
の
こ
と
が
顕
如
の
祐

筆
で
あ
っ
た
宇
野
主
水
の
『
宇

野
主
水
日
記
』
に
よ
っ
て
克
明

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
中
村
孫
平
次
一
氏
の
当

時
の
行
動
が
知
ら
れ
る
。
宇
野

主
水
と
中
村
孫
平
次
一
氏
は
面

識
が｢

岸
和
田
中
村
孫
平
次
御

礼
に
参
り
御
門
主(

顕
如
光
佐)

、

新
門
主(

光
寿)

、
興
門
主(

佐

超)

に
御
見
参
。
申
次
は
刑
部

卿
、
御
相
伴
は
主
水
、
刑
部
卿

御
両
人
、
二
献
夕
飯(

湯
漬)

な
り｣

と
の
よ
う
に
同
席
す
る

こ
と
が
あ
っ
て
、
立
場
上
の
厚

誼
が
あ
っ
た
。
そ
の
宇
野
主
水

　が
記
録
す
る
。｢(

天
正
十
三
年)

五
月
八
日
中
村
孫
平
次
岸
和
田

城
よ
り
江
州
甲
賀
へ
罷
り
越
さ

る
な
り
。
そ
の
ま
ま
甲
賀
を
領

地
と
し
て
長
居
す
る
用
意
な
り
。

明
日
に
音
信
と
し
て
縮
二
十
端
、

道
服
一
を
刑
部
卿
を
御
使
と
し

て
遣
わ
さ
れ
候
御
書
あ
り｣

。

こ
れ
は
当
事
者
が
直
接
的
な
見

聞
を
記
録
し
た｢

一
次
史
料｣

と
し
て
確
実
な
も
の
で
あ
る
。

天
正
十
三(

一
五
八
五)

年
五

月
八
日
に
中
村
孫
平
次
一
氏
が

｢

江
州
甲
賀｣

へ
移
動
し
た
時
日

が
注
目
さ
れ
る
。

　
天
正
一
二
年
十
一
月
二
日
に

織
田
信
雄
、
徳
川
家
康
と
講
和

を
結
ん
だ
秀
吉
は
、
翌
年
三
月

に
紀
州
攻
め
に
軍
勢
十
万
を
自

ら
率
い
て
出
陣
す
る
。
三
月
二

〇
日
に
先
陣
の
秀
次
勢
が
大
坂

を
出
発
し
て
貝
塚
に
到
着
。
翌

日
に
秀
吉
は
大
坂
城
か
ら
出
陣

し
て
岸
和
田
城
に
入
り
、
中
村

　一
氏
の
即
時
開
戦
の
進
言
で
、

圧
倒
的
な
兵
力
差
で
根
来
・
雑

賀
衆
の
沢
・
積
善
寺
・
畠
中
・

千
石
堀
な
ど
の
泉
南
の
諸
城
を

攻
め
て
次
々
に
三
日
間
で
陥
落

さ
せ
る
。
二
十
三
日
に
は
秀
吉

は
岸
和
田
城
か
ら
根
来
に
向
か

い
、
同
日
に
根
来
寺
を
炎
上
さ

せ
、
根
来
寺
は
三
日
間
燃
え
続

け
、
本
堂
・
多
宝
塔
・
南
大
門

な
ど
の
一
部
を
残
し
て
灰
燼
に

帰
し
た
と
言
う
。
二
十
四
日
に

粉
河
寺
が
炎
上
す
る
。
中
村
一

氏
・
仙
石
秀
久
・
小
西
行
長
ら

は
別
働
隊
と
し
て
紀
南
に
向
か

い
、
秀
吉
の
本
隊
は
雑
賀
衆
の

残
党
五
〇
〇
〇
が
籠
城
し
た
大

田
城
を
攻
め
た
。
当
初
は｢

兵

糧
攻
め｣

が
考
え
ら
れ
た
が
時

日
を
要
す
る
と
し
て｢
水
攻
め｣

が
さ
れ
た
。
三
月
二
八
日
か
ら

築
堤
が
開
始
さ
れ
四
月
五
日
ま

で
に
完
成
さ
せ
た
。
堤
防
の
全

長
は
七
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
七
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

こ
の
築
堤
の
途
中
で
甲
賀
衆
の

担
当
部
分
が
崩
れ
、
甲
賀
衆
は

改
易
流
罪
、
山
中
大
和
守
俊
好

は
所
領
が
没
収
さ
れ
た
。
大
田

城
の
水
攻
め
は
四
月
二
十
一
日

ま
で
続
き
、
二
十
二
日
に
首
謀

者
五
十
三
人
の｢

首
級｣

が
差

し
出
さ
れ
、
そ
の
首
級
が
大
坂

天
王
寺
の
阿
倍
野
に
梟
首
さ
れ
、

二
十
三
人
の
妻
が
磔
に
さ
れ
た
。

雑
兵
・
農
民
は
退
城
が
許
さ
れ

た
が
、
武
器
は
没
収
さ
れ
た
。

こ
の
武
器
没
収
が
兵
農
分
離
を

意
図
し
た
史
料
上
で
の
最
初
の

刀
狩
令
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
処

置
が
蜂
須
賀
小
六
正
勝
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。
こ
の
紀
州
攻
め

の
後
に
紀
伊
一
国
は
羽
柴
秀
長

領
と
さ
れ
、
秀
長
は
紀
伊
湊
に

吉
川
平
介
、
日
高
入
山
に
青
木

一
矩
、
粉
河
に
藤
堂
高
虎
、
田

辺
に
杉
若
無
心
、
新
宮
に
堀
内

氏
善
を
配
置
し
、
藤
堂
高
虎
を

奉
行
と
し
て
和
歌
山
城
を
築
城

し
、
そ
の
城
代
に
桑
山
重
晴
が

任
命
さ
れ
た
。

　
天
正
十
三
年
五
月
三
日
に
秀

吉
が
大
坂
中
之
島
の
東
に
東
西

七
丁
南
北
五
丁
の
寺
地
を
顕
如

に
寄
進
し
て
移
住
さ
せ
、
順
次

に
阿
弥
陀
堂
・
御
影
堂
が
建
立

さ
れ
て
大
坂
天
満
本
願
寺
と
称

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
五
月
八

日
に
中
村
孫
平
次
一
氏
が
江
州

甲
賀(

水
口)

へ
岸
和
田
か
ら

転
出
す
る
の
で
あ
る
。

　
中
村
孫
平
次
一
氏
が
岸
和
田

城
主
と
し
て
天
正
十
一
年
二
月

か
ら
十
三
年
五
月
八
日
ま
で
雑

賀
・
根
来
衆
な
ど
の
紀
州
勢
の

北
上
を
抑
止
し
、
秀
吉
が
小
牧
・

長
久
手
の
合
戦
に
出
陣
中
の
大

坂
城
を
防
衛
し
、
岸
和
田
合
戦

の
激
戦
を
戦
い
、
逆
転
勝
利
を

「
蛸
地
蔵｣

に
象
徴
さ
れ
る
三

階
菱
紋
の
三
好
勢
の
救
援
軍
で

獲
得
さ
れ
、
そ
の
中
心
に
そ
の

後
の
横
田
内
膳
正
村
詮
が
居
た

と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
推
測

さ
れ
な
が
ら
具
体
的
な
記
録
が

未
だ
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
か
し
、『
中
村
一
氏
記
』

の
横
田
内
膳
正
村
詮
が
誅
殺
さ

れ
た｢

横
田
騒
動｣

の
こ
と
を

記
録
し
た
直
後
に
次
の
よ
う
に

記
録
さ
れ
る
。

「
内
膳
は
三
好
殿
牢
人
に
て
式

部
少
輔
の
咄
物
に
か
か
え
申
さ

れ
、
今
日
の
大
事
の
沙
汰
何
と

存
じ
候
や
と
申
さ
れ
る
時
、
御

前
の
悪
し
く
御
座
候
と
申
し
候
。

内
膳
の
存
じ
よ
う
申
し
て
見
候

へ
と
申
さ
る
る
時
、
内
膳
の
存

ず
る
通
り
申
し
上
げ
候
へ
ば
、

一
段
良
く
候
故
に
数
度
の
御
た

め
し
候
と
三
千
石
を
遣
し
申
さ

れ
、
妹
婿
に
つ
か
ま
つ
ら
れ
候
。

国
の
仕
置
申
し
付
け
ら
れ
候
へ

ば
家
中
の
者
へ
あ
た
り
国
郡
も

良
く
な
り
申
し
候
故
に
門
前
市

日
本
を
外
か
ら
見
る

医
療
法
人
の
承
継
対
策
　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

近
江
水
口
へ
の
中
村
一
氏

売
上
を
伸
ば
す
方
法

第
1
作
業
部
会
の
主
な

結
論

輸

出

を

考

え

た

場

合

の

メ

リ

ッ

ト

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

目
標
管
理
制
度
の
目
的

定
　 

量
　 

目
　 

標

Ⅱ
地
理
的
表
示
制
度
に

　
つ
い
て始
　
　
め
　
　
に

国

内

法

の

成

立

地
理
的
表
示
の
イ
メ
ー
ジ

大阪市福島区の玉川四丁目交差点の野田城跡碑

　螺旋階段を登り詰めての展望台を背にして

久米田寺案内板

揺
れ
る｢

天
下｣

の
動
向

ひ
い
き
　
め

じ
ゃ 

ま 

な
か

こ 

ぎ
ょ
う 

き

打
か

よ
り
し
ろ

（
打
か
）

（
打
か
）

ま
る
ほ
っ
け

區鳥

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

～
大
河
ド
ラ
マ
『
南
海
道
の
晴
嵐
』
を
期
し
て
（
一
八
〇
）

文
・
出 

水
　
康 

生

三
好
・
織
田
・
豊
臣
・
徳
川
時
代
に
生
き
る
横
田
内
膳
正
村
詮

阿
波
岩
倉
・
和
泉
岸
和
田
・
近
江
水
口
・
駿
河
駿
府
・
伯
耆
米
子
へ
の
変
転(

一
〇)

Monthly Topics

閑谷学校の講堂(国宝)

上桜城の上から岩倉城方面を眺む

〝

〟

謹
賀
新
年

　　　 横田内膳正村詮の

｢了性院殿法顔宗栖大居士｣の位牌

極楽寺の門前の野田城趾碑

石山本願寺に対応した極楽寺門前の證如上人の石碑

野田･福島合戦当時の湿地デルタ地帯の状況

康長の大坂の陣の頃の野田･福島の地形図

中
村
一
氏
の
軍
団
編
成

横
田
内
膳
の
こ
と

風流傘を依代としての風流踊り

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

街角おどりの風流

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

青天の ｢たぬき山展望台｣ へ

ひ
な
せ
　
　
　
し
ず
た
に

紀伊の有田川から眺望する紀伊和泉の山脈

紀
州
攻
め
の
こ
と
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ま
ず
ど
こ
を
掘
る
か

日
本
を
外
か
ら
見
る

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

※

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

変
動
費
化
実
現
へ
の

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
人
材

の
育
成

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

①
短
期
的
な
取
り
組
み

・
業
績
賞
与

・
成
果
配
分
制
度

・
年
俸
制

・
個
人
賃
金
変
動
費
化

②
中
長
期
的
な
取
り
組
み

・
人
材
育
成

・
ポ
イ
ン
ト
制
退
職
金

・
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

③
賃
金
以
外
の
取
り
組
み

・
人
材
ミ
ッ
ク
ス

・
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

㌧

長島愛生園の歴史館、万人の思いがこもる

蘇鉄の寺の妙国寺、樹齢1200年の蘇鉄

虫
明
迫
門
の
曙

四
国
攻
め
の
こ
と

を
成
し
申
し
候
。
人
の
誉
と
申

す
こ
と
大
形
な
ら
ず
候
。
…｣

　
こ
の
よ
う
に
横
田
内
膳
が
三

好
殿
牢
人
で
中
村
一
氏
が｢

咄

し
者(
お
伽
衆
・
相
談
役)｣

と
し
て
採
用
し
、
そ
の
献
策
が

上
々
で
数
度
の
成
功
を
得
た
後

に
三
千
石
を
与
え
て
一
氏
の
妹

婿
と
し
た
。
国
の
仕
置
を
命
じ

た
ら
家
中
の
信
任
を
得
て
門
前

市
を
な
す
働
き
を
し
た
と
言
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の｢

国
の
仕

置｣｢

国
郡
も
良
く
な
り｣

の
国
・

国
郡
は
近
江
水
口
・
駿
河
駿
府
・

伯
耆
米
子
で
の
こ
と
を
一
括
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ

て
中
村
孫
平
次
一
氏
が
江
州
甲

賀(

水
口)

に
移
動
し
て
岡
山

城
築
城
、
城
下
形
成
の
時
に
は

｢

家
老｣

と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
と
さ

れ
る
。

　
中
村
孫
平
次
一
氏
が
江
州
甲

賀
に
移
動
し
た
時
期
に
は
秀
吉

が
紀
州
平
定
後
に
直
ち
に
四
国

平
定
を
計
画
し
て
出
陣
を
予
定

し
た
が
病
気
の
た
め
に
日
延
し

た
。
六
月
十
六
日
に
羽
柴
秀
長

を
大
将
、
三
好
康
長
の
養
子
と

な
っ
て
三
好
孫
七
郎
信
吉
を
名

乗
っ
て
い
た
秀
次
が
羽
柴
孫
七

郎
秀
次
と
し
て
副
将
と
な
り
、

阿
波
を
主
戦
場
と
す
る
長
宗
我

部
元
親
勢
と
の
四
国
平
定
戦
を

戦
う
。
秀
長
は
三
万
の
軍
勢
で

和
泉
各
地
で
徴
発
し
た
船
で
堺

か
ら
淡
路
へ
、
秀
次
は
紀
州
攻

め
の
手
勢
と
秀
吉
の
命
令
で
召

集
さ
れ
た
近
江
・
丹
波
勢
三
万

で
六
月
二
十
三
日
に
淡
路
の
岩

屋
に
渡
り
、
淡
路
島
を
南
下
し

て
南
淡
の
福
良
で
秀
長
勢
と
合

流
す
る
。
長
宗
我
部
元
親
に
降

伏
せ
ず
に
土
佐
泊
城(

鳴
門
市)

を
拠
城
と
し
て
い
た
森
水
軍
の

船
団
で
阿
波
に
上
陸
し
て
木
津

城(

鳴
門
市)

を
八
日
間
の
攻

防
で
陥
落
さ
せ
た
。
備
前
・
美

作
か
ら
の
宇
喜
多
秀
家
勢
、
播

州
か
ら
の
蜂
須
賀
正
勝
・
黒
田

官
兵
衛
勢
二
万
三
〇
〇
〇
が
讃

岐
屋
島
に
上
陸
し
、
主
戦
場
は

阿
波
で
あ
る
と
し
て
秀
長
・
秀

次
の
本
隊
と
合
流
す
る
。
秀
長

勢
は
蜂
須
賀
正
勝
・
家
政
ら
と

共
に
江
村
孫
左
衛
門
親
俊
・
谷

忠
兵
衛
尉
忠
澄
が
守
備
す
る
一

宮
城(

徳
島
市)

を
攻
め
、
秀

次
勢
は
黒
田
官
兵
衛
を
参
謀
と

し
て
吉
野
川
北
岸
を
三
好
康
長
・

横
田
村
詮
の
故
城
の
岩
倉
城(

美

馬
市)

、
そ
の
総
構
え
の
中
に

包
含
さ
れ
る
脇
城
を
攻
め
る
。

戦
線
の
不
利
を
元
親
の
家
老
の

谷
忠
兵
衛
が
白
地
大
西
城(

三

好
市
山
城
町)

で
指
揮
す
る
元

親
に
身
命
を
賭
し
て
の
説
得
に

よ
っ
て
七
月
二
十
五
日
に
停
戦

し
、
接
衛
の
後
に
八
月
六
日
に

長
宗
我
部
元
親
が
赦
免
さ
れ
て

土
佐
一
国
が
安
堵
さ
れ
、
阿
波

に
は
蜂
須
賀
正
勝
・
家
政
、
讃

岐
に
仙
石
秀
久
、
伊
予
に
は
小

早
川
隆
景
を
中
心
と
す
る｢

国

分
け｣

が
実
行
さ
れ
た
。
そ
し

て
閏
八
月
二
十
二
日
羽
柴
孫
七

郎
秀
次
に｢

江
州
所
々
、
自
分

二
十
万
国
、
相
付
宿
老
共
二
十

三
万
石
、
都
合
四
十
三
万
石｣

が
宛
行
わ
れ
、
近
江
八
幡
に
八

幡
山
城
を
築
城
す
る
。
こ
の
相

付
宿
老
六
人
の
一
人
と
し
て
中

村
孫
平
次
一
氏
が
水
口
六
万
石

の
知
行
が
確
定
す
る
。
た
だ
中

村
孫
平
次
一
氏
が
近
江
・
丹
波

勢
の
中
に
含
ま
れ
て
四
国
攻
め

に
出
陣
し
て
い
た
正
確
な
記
録

が
発
見
で
き
な
い
。『
宇
野
主

水
日
記
』
の
記
録
の
五
月
八
日

に
中
村
孫
平
次
一
氏
が
秀
次
の

閏
八
月
に
近
江
八
幡
へ
の
任
命

以
前
に
江
州
甲
賀
へ
移
転
し
て

い
た
と
す
る
と
、
横
田
村
詮
ら

が
岡
山
築
城
を
先
行
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ

る
。
横
田
村
詮
が
中
村
一
氏
と

共
に
四
国
攻
め
に
参
加
し
て
い

た
の
な
ら
秀
次
勢
と
し
て
自
分

が
三
十
年
を
生
活
し
た
岩
倉
城

を
攻
め
た
こ
と
に
な
る
。

　「
水
口
岡
山
城
は
天
正
十
三(

一

五
八
五)

年
羽
柴
秀
吉
の
家
臣

で
あ
る
中
村
一
氏
に
よ
っ
て
大

岡
山
に
築
か
れ
ま
し
た
。
築
城

に
は
大
溝
城(

高
島
市)

の
部

材
を
再
利
用
し
た
と
言
わ
れ
、

同
じ
型
で
作
っ
た
軒
瓦
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
三
頂
に
は
東
西

に
細
長
い
本
丸
、
空
堀
を
挟
ん

だ
東
側
に
二
の
丸
、
さ
ら
に
東

に
三
の
丸
を
配
置
し
ま
す
。
二

の
丸
と
三
の
丸
の
間
は
堀
切
に

よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
周
囲
に
は
竪
堀
や
曲

輪
が
幾
つ
も
存
在
し
、
本
丸
は

総
石
垣
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
城
郭
の
規
模
は
甲
賀
郡

随
一
で
滋
賀
県
内
で
も
最
大
級

で
す
。」
現
在
も
発
掘
調
査
中
。

た
ば

岡
山
城
築
城
の
こ
と

今
に
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
を
認
識

・
・

・

河岸段丘の城地から岩倉城本丸跡

岩倉城本丸跡から上桜城方面を眺む

長宗我部勢と三好勢との間で謀略、
争奪戦が展開された重清城跡

い
く
さ

く
み

か
り

む
し
あ
け 

せ  

と 勝
瑞
か
ら
徳
島
へ

有田川町の山上から河内・和泉の間の山脈を眺む

貝
塚
御
坊
と
中
村
一
氏

野田･福島の合戦の時に三好康長ら一族が

野田藤歌を詠んだ野田藤神社の現在

だ

し

竹
久
夢
二
の
生
家

｢地蔵尊縁起｣の石碑

新良田教室の閉校時に建てられた碑

希望の碑の裏面

日本一の地蔵堂

中
村
一
氏
、
近
江
水
口
へ

岸和田合戦を見た久米田寺多宝塔

久米田寺大師堂

岸和田合戦の由縁からの南海電鉄の蛸地蔵駅

中村一氏が近江水口の6万石に出世した
　　 岡山城を築城する岡山の画像

蛸地蔵駅を装飾する岸和田合戦の
　　 ステンドグラスの画像

水口岡山城跡と城下町

岡山城からの眺望

岡山城頂上の城跡

周山城と阿迦之宮の説明板


